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尿路 性器感 染症32例 に対 しcefclidinを 投与 し,そ の有効 性 な らびに安全 性につ いて検 討 した。

投与方 法は1回0.5～1.0gを1日 朝 ・夕2回 点滴 静 注 し,4～14日 間連続 投与 を行 った。

総合 臨床効 果 は主治 医判定 に よる と急性 単純 性 腎孟 腎炎6例,急 性副睾 丸炎2例 な らびに 急

性前 立腺炎2例 では全例 有効 以上 あっ た。 複雑 性尿 路感 染症 では22例(判 定不 能2例 を除 く)

中,19例 が有 効 以上 であ った。UTI薬 効 評価 基準 に合 致 した複 雑性尿 路感 染症12例 に おけ る総

合臨床 効果 は,著 効1例,有 効9例,無 効2例 で83.3%の 有効 率 で あっ た。 細菌 学 的効果 では17

株 中16株94.1%の 消失率 であ った。

自他 覚的 副作 用 として は32例 中2例 に皮疹 が認 め られ,臨 床検 査値 異 常 として32例 中7例 に

軽度 の異常 変動 が認 め られ た。
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Cefclidin(CFCL)は エ ー ザ イ株 式 会 社 で 開 発 さ れ た

新 しい注 射 用cephem系 抗 生 物 質 で あ る 。本 剤 は 広 範 囲

な抗菌 ス ペ ク トル を 有 し,特 にCitrobacter, Entero-

bacter,さ ら に はPseudomonas aeruginosaに も優 れ た

抗菌 力 を示 し,β-lactamaseに 安 定 で,尿 中 排 泄 型 とい

わ れ て い る1-3)。 そ こ で 今 回 我 々 は,尿 路 性 器 感 染 症 に

対 し本剤 を投 与 し,そ の 臨床 的効果 お よび 副作用 に つ

いて検 討 したの で報 告す る。

1988年1月 か ら1989年6月 ま で と1990年2月 か ら

1991年3月 までに東 京大 学 医学部 附属病 院 泌尿 器科 お

よび その 関連病 院 に入院 した尿路 性器 感染 症 患者 を対

象 と した。 投 与症例 は年 齢20～78歳 の男18例,女14例

*〒113東 京都文京区本郷7-3-1
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Table 1 Clinical summary of complicated UTI Patients treated with cefclidin

C C C: chronic complicated cystitis
CC P: chronic complicated pyelonephritis
B P H: benign prostatic hypertrophy
V U R: vesico ureteral reflux
VV: vesico vaginal
N.D.: not done

* before treatment

after treatment

** UTI: criteria proposed by the UTI Committee
Dr.: Dr's evaluation
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の計32例 で,そ の 内訳 は,急 性 単 純性 腎孟 腎 炎6例,

慢性複雑性 腎孟 腎 炎11例,慢 性 複雑 性 膀胱 炎11例,急

性副睾丸炎2例,急 性 前 立腺 炎2例 であ った。 複雑性

尿路感染症例(Table1)の 基礎疾 患 と して は腎結 石

4例,前 立腺 肥大症4例,尿 道狭 窄2例,神 経 因性 膀

胱2例,膀 胱腫瘍2例,尿 路結石2例,な らびに腎癖

留置,膀 胱膣瘻,前 立腺 腫瘍,腎 腫 瘍,尿 管結 石 お よび

膀胱尿管逆 流が各1例 であ った。投 与 方法 は全例 朝-

夕2回 の点滴静注 で1回0。59が3例,1.09が29例 で あ

った。 投与 期間 は5日 間が16例,6日 間 が3例,4日

間,7日 間,8日 間,9日 間 ならびに14日 間が それ ぞ

れ1例,10日 間 が8例 であ った。効 果 判定 は主 治医 判

定 な らび にUTI薬 効 評価 基準(第3版)の に 準 じて行 っ

た。

副作 用に 関 しては,投 与開 始か ら終 了 までの 自他覚

的 副作用 の 有無 を観 察 し,ま た投与 前 後の血 液一般 ・

肝機 能 ・腎機 能等 につ い て検討 した。

急性 単 純性 腎孟 腎 炎6例 で は本 剤19を1日2回 点

Table 2. Overall clinical efficacy of cefclidin in complicated UTI

Bacteriological response

*regardless of bacterial count

Table 3. Overall clinical efficacy of cefclidin classified by the type of infection
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滴 静注 し,5～10日 間投与 を行 い,6例 で膿尿 の 改善,

5例 で細 菌尿 の消 失 を認め(1例 は投与 前菌 陰性),主

治 医判定 で著 効2例,有 効4例 であ った。細菌 学 的効

果ではEscherichia coli 3株, Staphylococcus aureus 2

株, Enterococcus faecalis 1株 が全株 消失 した。

複雑性 尿路 感染 症22例 に おけ る主 治 医判定 は,著 効

3例,有 効15例,や や有 効2例,判 定不 能2例 で90.0

%の 有効 率 であ った。UTI薬 効 評価 基準 に合致 した12

例 の総合 臨床 効果 をTable2に 示 した。 膿尿 の正常化

1例(8.3%),改 善5例(41.7%),不 変6例 で あ り,

細 菌尿 の陰性 化10例(83.3%),菌 交代1例(8.3%),

不 変1例 で あ っ た。 総 合 臨 床 効 果 は著 効1例(8.3

%),有 効9例(75.0%),無 効2例 で あ り83.3%の 総

合 有効率 であ った。病 態群別 にみ る と1例 が カテー テ

ル留置例,5例 が上部尿 路,3例 が下部尿 路 の単独菌

Table 4. Bacteriological response to cefclidin in complicated UTI

*regardless of bacterial count

感 染症 で あ り,9例 中著効1例,有 効7例 であ った。

一 方複数 菌 感染症3例 で は2例 が カテー テル留置例
,

1例 が カテー テル非留 置例 で あっ たが,有 効2例,無

効1例 で あっ た(Table3)。

細菌 学的効 果 をTable4に 示 した。 本剤投 与前に尿

中 よ り分 離 され た グ ラ ム 陰 性 桿 菌E.coli5株,

Acinetobacter calcoaceticus 2株,  Klebsiella

pneumoniae, Serratia marcescens, Proteus mir-

abilis, Morganella morganii, P.aeruginosa,

Flavobacterium sp. 各1株,計13株 はすべ て消失 した。

一 方 グラム陽性 菌 はEfaecalis3株 中2株
,Saureusの

1株 が消 失 した。複 雑性 尿路感 染症12例 におけ る菌消

失率 は17株 中16株94.1%で あった。 また本剤 投与後 の

出現株 としてEnterococcus sp., P.aeruginosa な らびに

Trichosj,oron beiRelii 各1株 が 認め られ た。なお,症 例

No.22は,敗 血症 も併 発 し,投 与前 の血液 培養 では,

Staphylococcus epidermidis が検 出 され てい た。

急性 副睾 丸炎症 例 では2例 とも本剤 投与前 に発熱 ・

副睾丸 腫脹 な らびに膿 尿 ・細菌 尿 を認め た。2例 とも

本剤1gを1日2回,5日 間投 与 によ り,解 熱 ・副睾丸

腫 脹 の改善 な らびに膿 尿 の正常化 あるいは改善 および

細菌尿 の消 失 を認 め た。 急性前 立腺炎 の2例 では本剤

1gを1日2回 点 滴,5日 あ る いは8日 間投 与に より

臨床 的改善 を認め,主 治医判 定 に よる と著効1例,有 効

1例 であ った。

自他覚 的 副作用 は32例 中2例 に皮疹 を認め た。

また臨床検 査値 で はEosino.,LDHあ るいはBUNの

軽 度上昇 が 各1例,GOT,GPTの 上 昇が1例,GPT,

ALP,γ-GTP,LAPの 上昇 が1例,血 小板 の減少,単

球 の増加,GOT、ALP,γ-GTPの 上 昇1例 な らびに貧

血,GPT,ALP,γ-GTPの 上昇 が1例 認め られ,32例

中7例21.9%の 発現 率 で あった(Table5)。

Table 5. Abnormal findings in laboratory test

Rate of occurrence (no. of cases/no, of examined) 7/32(21.9%)
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Overall clinical efficacy rates according to doctor's evaluation were 100% in 6 patients of acute
uncomplicated pyelonephritis, 90.0% in 22 patients of complicated urinary tract infections, 2/2 in 2

patients of acute epididymitis and 2/2 in 2 patients of acute prostatitis treated with cefclidin.
Twelve patients with complicated urinary tract infection were evaluated in accordance with the

criteria proposed by the UTI Committee of Japan. Excellent results were observed in one patient,

moderate in 9 patients and poor in 2 patients, with the overall clinical efficacy rate of 83.3%. As

for objective and subjective adverse reactions, eruption was noted in 2 patients. Slight and transient

abnormal laboratory findings were observed in 7 patients.


